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K u s h i m a  C i t y  P u b l i c  R e l a t i o n s

閉　校特
集
1

九州初！串間エコツーリズム推進全体構想が国に認定Pick up

この春 運動のススメ特
集
２

くしまＰＲ大使 坂口佳穗さん（ビーチバレー選手）



感謝で締めくくりたい
　先輩たちが作り上げてきた歴史や
私たちの思い出の詰まった福島中が
閉校してしまうのは寂しいです。で
も、私たちが築き上げてきたものは、
串間中にも受け継いでいき、他の５
校の生徒と協力しながら新たな串間
中を築き上げていきたいです。
　福島中の幕をしっかり下ろせるよ
うに残りの期間を感謝して過ごした
いです。

福
島
中
学
校

創 　 立	 昭和２２年
生 徒 数	 269名
卒業者数	 16,127名
校 　 長	 矢野	義継

沿 　 革
昭和２２年	 	福島町立福島中学校	

として開設

　　２３年	 校章・校旗制定
　　２９年	 	町村合併により串間市

立福島中学校と改称

　　３４年	 校歌制定
平成９年	 	創立５０周年	

記念式典開催

　　２９年	 	串間市中学校	
再編に伴い閉校

北方中学校 福島中学校

本城中学校 市木中学校

大束中学校 都井中学校

No.1

　
平
成
29
年
３
月
、
長
年
に
わ
た
り
地
域

に
愛
さ
れ
な
が
ら
、
育
ま
れ
て
き
た
市
内

中
学
校
６
校
は
閉
校
を
迎
え
ま
す
。

　
地
域
と
共
に
歩
ん
で
き
た
中
学
校
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に

歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
重
ね
て
き
た

歴
史
は
、
在
校
生
や
卒
業
生
、
そ
し
て
地

域
と
人
々
の
心
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
合
同
閉
校
式
で
は
、
母
校
と
の
別
れ
を

惜
し
み
な
が
ら
、
各
中
学
校
の
校
長
先
生

と
生
徒
が
、
鳴
り
響
く
校
歌
と
共
に
教
育

長
へ
校
旗
を
返
納
し
、
式
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
４
月
―
。
福
島
、
北
方
、
大

束
、
本
城
、
市
木
、
都
井
の
６
校
は
、
串

間
中
学
校
と
し
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
す
。 閉校

福島、北方、大束、本城、
市木、都井の６中学校が

70年の歴史に幕

地域で支えたい
　中学校が統合することで、福島以
外の５校の生徒は、生活環境が大き
く変わります。その子どもたちを地
域ぐるみで応援しながら、うまく迎
え入れることが地域に住む私たち大
人の役割だと考えています。
　子どもたちはこれから串間を背負
っていく大事な宝。ひとつになって
一生懸命頑張ってくれることを願い
たいです。

福
島
中
学
校
閉
校
事
業	

実
行
委
員
会	

会
長

河か
わ

野の 　
至い
た
る

さ
ん

福
島
中
学
校	

２
年
生

江え

藤と
う 

璃り

星せ

さ
ん
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No.3

北方っ子らしく頑張れ
　70周年という節目に閉校になり、
時代の流れと言えばそれまでですが、
ぬぐいきれない寂しさがあります。
中学時代は野球一筋。練習していた
グラウンドは昔のままで、見ると昔
の思い出がよみがえってきます。
　串間中に通う子どもたちにとって
は、期待半分、不安半分だと思いま
す。気持ち新たに北方っ子らしく頑
張ってほしいです。

No.2

大
束
中
学
校 大束中学校ありがとう

　卒業生としては、母校の閉校は大
変寂しいかぎりです。中学時代は、
文武両道や世の中の教えを叩き込ま
れ、保護者になっても女子バレー部
のコーチとして関わってきました。
　閉校は未来に向けての一つの節目。
子どもたちが串間中学校に大束中の
伝統を引き継いでくれることを期待
しています。私たちの大束中学校、
ありがとう。串間中学校、頑張れ。

大束中で卒業したかった
　閉校になると聞いたときは、すご
く寂しかったです。歴史ある大束中
で卒業したかったというのが本音で
す。大束中では部活動で野球を頑張
ってきました。今度、今のメンバー
で最後の大会があるので、思いっき
り試合に臨みたいと思います。
　４月からは串間中学校ですが、大
束中の生徒らしく残り１年間を悔い
なく過ごしたいです。

北
方
中
学
校
閉
校
式
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

山や
ま

田だ 

隆た
か

夫お

さ
ん

大
束
中
学
校
閉
校
式
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

黒く
ろ

木き 

茂し
げ

樹き

さ
ん

大
束
中
学
校	

２
年
生

吉よ
し

田だ 

羽う

成せ
い

さ
ん

創　　立　昭和２２年
生 徒 数　５２名
卒業者数　4,269名
校　　長　前田	衆司

沿　　革
昭和２２年	 	北方村立北方中学校	

として開設
　　２９年	 	町村合併により串間市

立北方中学校と改称
　　３２年	 校旗制定
　　５２年	 学力向上記念碑建立
平成９年	 	創立５０周年記念式典	

開催
　　２９年	 	串間市中学校再編に	

伴い閉校

統合でいい面あるはず
　最後の体育大会が一番の思い出。
平日開催でしたが、たくさんの方が
見に来てくれてうれしかったです。
　人口が減って中学校が統合するの
は悲しい部分もあるけど、人との出
会いや部活動の選択肢が増えたり、
いい面もあるはずです。統合後は生
徒数も増えるので、後輩たちにはみ
んなで競争しながら頑張ってほしい
です。

北
方
中
学
校	

３
年
生

武た
け

田だ 

彩あ
や

香か

さ
ん

北方
中学校

創　　立	 昭和２２年
生 徒 数	 ７０名
卒業者数	 7,435名
校　　長 吉松	俊彦

沿　　革
昭和２２年	 	大束村立大束中学校と

して開設
　　２７年	 校旗制定
　　２９年	 	町村合併により串間市

立大束中学校と改称
平成９年	 現校舎完成
　　２1年	 	大束小学校と第１回合

同運動会開催
　　２９年	 	串間市中学校再編に伴

い閉校
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市木中への思い心に留めて
　市木中で学んできたことが今の礎
になっていると言っても過言ではあ
りません。中学校が閉校になり、子
どもの声が聞こえなくなるのは寂し
いですが、統合することで人との出
会いなどいいこともあるはずです。
　子どもたちには、市木中学校への
思いをいつまでも心に留め、「市木
人」としての誇りを忘れず、頑張っ
てほしいです。

創　　立	 昭和２２年
生 徒 数	 1０名
卒業者数	 2,826名
校　　長	 川越	昭紀

沿　　革
昭和２２年	 	市木村立市木中学校と

して開設

　　２８年	 校歌制定
　　２９年	 	町村合併により串間市立	

市木中学校と改称

　　61年	 	県南地区で初めて	
立志式挙行

平成４年	 	第１回小中合同秋季	
大運動会開催

　　２９年	 	串間市中学校	
再編に伴い閉校

市木
中学校

No.5

創　　立	 昭和２２年
生 徒 数	 1８名
卒業者数	 5,137名
校　　長	 大木	賢彦

沿　　革
昭和２２年	 	本城村立本城中学校とし

て開設

　　２９年	 	町村合併により串間市立	
本城中学校と改称

　　３1年	 校旗制定
平成９年	 創立５０周年記念式典開催
　　２1年	 	千野棒踊り、	

ＪＡ経済連から表彰

　　２９年	 	串間市中学校再編に伴い
閉校

本
城
中
学
校No.4

若い力で頑張りたい
　本城中での思い出は、最後の運動
会で実行委員長を任されたこと。い
ろいろと難しさを感じましたが、そ
れ以上に達成感がありました。当日
は大雨で、それも印象的です。
　閉校するということには、まだあ
まり実感が湧きませんが、これから
歳を重ねるにつれて寂しくなるのか
もしれません。少しでも本城が元気
になるように若い力で頑張っていき
たいです。

地域で考える機会に
　閉校については、どうしてこうな
るまで何もできなかったのかという
悔しい思いがあります。地域の核が
なくなるということを単なる終わり
ではなく、地域で考える機会にしな
いといけないと思います。
　子どもたちには、本城にはたくさ
んの応援してくれる人がいるという
ことを、根っこの部分は「本城なん
だ」ということを忘れないでほしい
です。

市木中に感謝
　バドミントン部に所属し、最後の
大会で、南那珂地区で団体優勝でき
たことが一番の思い出です。みんな
と一緒に一生懸命頑張ってきた分、
うれしかったです。
　３年間過ごしてきた市木中には、

「ありがとう」という感謝の気持ちし
かありません。それぞれの中学校に
伝統があると思うので、後輩たちに
はその良いところを串間中で伝えて
ほしいです。

本
城
中
学
校
閉
校
式
典
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

河か
わ

野の　

 

宰つ
か
ささ

ん市
木
中
学
校
閉
校
事
業
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長

阿あ

萬ま
ん 

光み
つ
弘ひ
ろ

さ
ん

本
城
中
学
校	

３
年
生

鍋な
べ

倉く
ら 

披ひ
ゅ
う勇

嘉が

さ
ん

市
木
中
学
校	

３
年
生

東ひ
が
し

濱は
ま 

佳か

奈な

さ
ん
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みんなの支え必要
　昔は成績が悪いと部活をさせても
らえず、忙しさを理由に努力を怠っ
てはいけないということをこのとき
叩き込まれました。その教えは今で
も私の原点です。
　母校の閉校は悔しいですが、前向
きに考えると個々の才能を発揮する
チャンス。子どもたちは無限の可能
性を秘めています。市民みんなで支
えていかなければならないですね。

閉校寂しくて残念
　閉校になると、運動会も小学生だ
けになってしまうし、臼太鼓踊りも
都井中の伝統として誇りでしたが、
なくなると思うと寂しくて残念です。
　都井中は人数が少なく、何をする
にもみんなの協力が必要です。３年
間の生活の中で、協力することの大
切さをより一層感じました。最後の
卒業生として都井中で学ぶことがで
きてよかったです。

都
井
中
学
校No.6

創　　立　昭和２２年　　生 徒 数　６名　
卒業者数　3,053名　　　校　　長　伊東	嘉宏

沿　　革　昭和２２年	 都井村立都井中学校として開設
　　　　　　　２８年	 校旗制定
　　　　　　　２９年	 町村合併により串間市立都井中学校と改称
　　　　　　　４７年	 都井御崎文化愛護少年団結成
　　　　　平成1０年	 都井岬火まつりに臼太鼓踊り初参加
　　　　　　　２９年	 串間市中学校再編に伴い閉校

Towards tomorrow

　

２
０
１
７
年
３
月
、
福
島
、
北
方
、
大
束
、
本

城
、
市
木
、
都
井
の
６
中
学
校
は
70
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
ま
す
が
、
間
違
い
な
く
、
私
た
ち
の

中
に
、
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
の
心
の
中
に
、
い

つ
ま
で
も
存
在
し
続
け
る
は
ず
で
す
。

　

中
学
校
は
子
ど
も
た
ち
の
学
び
舎
で
あ
る
と
と

も
に
、
地
域
の
拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
の
学
び
舎
と
い
う
役
割
は
終
え
て
も
、
人
が
集

う
場
所
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
場
所
と
し
て
の
役

割
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。
閉
校
後
、
地
域

の
拠
点
で
あ
る「
学
校
」
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核

と
し
て
、
い
か
に
利
活
用
し
て
い
く
か
も
地
域
の

活
性
化
を
図
る
う
え
で
、
大
き
な
課
題
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

　

学
校
再
編
は
、
中
学
校
だ
け
で
な
く
、
各
６
地

区
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
出
を
語
る
だ
け
で
な
く
、 

今
の
串
間
市

の
姿
を
見
て
感
じ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
こ
こ
に
住
む
人
が
、

こ
こ
で
暮
ら
す
若
い
世
代
の
た
め
に
、
抱
え
る
課

題
と
向
き
合
う
機
会
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
か
ら
福
島
中
学
校
、
北
方
中
学
校
、
大
束

中
学
校
、
本
城
中
学
校
、
市
木
中
学
校
、
都
井
中

学
校
は
、
閉
校
と
同
時
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

り
ま
す
。
学
校
と
地
域
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
築
い

て
き
た
伝
統
や
文
化
は
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
学

び
舎
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

福
島
、
北
方
、
大
束
、
本
城
、
市
木
、
都
井
の
６

地
区
も
多
く
の
葛
藤
や
変
化
を
乗
り
越
え
、
新
し

い
明
日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
き
ま
す
。

新
し
い

明
日
へ

都
井
中
学
校

閉
校
式
典
実
行
委
員
会	

代
表

石い
し

上が
み 

昭あ
き

夫お

さ
ん

都
井
中
学
校	

３
年
生

渡わ
た

辺な
べ 

采あ
や

音ね

さ
ん
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この春
運動のススメ

サークル
紹介

いつまでも健康で自立した生活を送るには、
元気なうちから体づくりや健康づくりに取り組むことが大切です。

　

現
在
、
日
本
の
平
均
寿
命
は
延
び
続

け
て
い
ま
す
が
、
医
療
や
介
護
に
依
存

せ
ず
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
を
指
す「
健
康
寿
命
」
に

つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

内
閣
府
の
高
齢
社
会
白
書（
平
成
28

年
・
概
要
版
）
に
よ
る
と
、
２
０
０
１

年
か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
の
健
康
寿
命

の
延
び（
男
性
１
・
79 

年
、
女
性
１
・

56 

年
）は
、
同
期
間
に
お
け
る
平
均
寿

命
の
延
び（
男
性
２
・
14
年
、
女
性
１
・

68
年
）
と
比
べ
て
小
さ
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
、
平
均
寿
命
の
延
伸
に
伴

い
、
こ
う
し
た
健
康
寿
命
と
の
差
が
拡

大
す
れ
ば
、
医
療
費
や
介
護
給
付
費
の

ウォーキング

　ただ歩くだけでなく、正しい歩き
方を学び、各地区の史跡巡りなどを
しながら、楽しくウォーキングしま
しょう。
●日時＝毎月第１日曜日
●会場＝毎月各地区を歩きます
問�串間ウォーキングクラブ事務局 

☎ 72-1291

３Ｂ体操

　懐かしい音楽に合わせ、ボール・
ベル・ベルターの３つ道具を使い、
楽しく健康づくりをしています。
●日時・場所
▼都井集落センター
　毎月第２・４木曜日 午前10時～正午
▼寿楽園
　毎月第２・４木曜日 午後１時半～３時
問中央公民館　☎ 72-1846

Interview Interview

まだまだ元気に
　健幸教室に通っています。主

人が亡くなって精神面で落ち込ん
でいたけど、通うようになって元気
をもらいました。体調も始める前と
比べても、とても良くなっています。
一人暮らしなので まだまだ

元気に、これからも
頑張りたいですね。

楽しく無理なく
　３年前から３Ｂ体操を続けて

います。懐かしい音楽に合わせな
がら楽しく体を動かしています。
おかげで健康面はばっちり。サー
クルの雰囲気もいいし、楽しい
ですよ。初めての人でも簡単に
できるので、いつでも

参加してください。

多
く
を
消
費
す
る
期
間
が
増
大
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
期
を
健
康
で
快
適
に
暮
ら
す
こ

と
は
も
と
よ
り
、
医
療
費
や
介
護
給
付

費
の
増
大
を
防
ぐ
意
味
で
も
、「
健
康

寿
命
を
い
か
に
延
ば
す
か
」
は
非
常
に

重
要
な
課
題
と
い
え
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は

　

健
康
な
身
体
づ
く
り
に
運
動
は
か
か

せ
ま
せ
ん
。さ
ら
に
大
切
な
こ
と
は「
続

け
る
こ
と
」
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
運

動
機
能
は
低
下
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ

れ
は
老
化
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、

運
動
不
足
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
老
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

運
動
不
足
を
解
消
す
る
こ
と
で
、
運
動

機
能
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�

市
内
の
運
動
サ
ー
ク
ル
で�

運
動
を
始
め
ま
せ
ん
か

　

串
間
市
に
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に

向
け
、
体
力
づ
く
り
に
励
む
運
動
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
、
日
ご
ろ
か
ら
体
力
を

維
持
す
る
た
め
に
、
運
動
を
し
て
い
る

人
が
大
勢
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
市
内

の
ど
な
た
で
も
参
加
す
る
こ
と
の
で
き

る
運
動
サ
ー
ク
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
運
動
習
慣
が
な
い
方
で
も
、

運
動
を
始
め
る
の
が
遅
す
ぎ
る
と
い
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
日
か
ら
自
分

の
健
康
の
た
め
に
、
一
歩
を
踏
み
出
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

福島地区・西小路２区

清
し

水
みず

 よし子
こ

さん

福島地区・泉町

日
ひ

髙
だか

 協
きょう

子
こ

さん

いきいき
元気教室

貯筋体操

　イスを利用しての筋トレと体操が
中心です。高齢期を健やかに過ごす
ために貯筋生活始めませんか。
●日時・場所
▼中央公民館：毎月第１・３月曜日（午
後１時半～３時）　▼大束公民館：毎
月第１・３水曜日（午後１時半～３時） 
▼本城公民館：毎月第２・４月曜日（午
後１時半～３時）　▼アクティブセン
ター：毎月第１～４月曜日（午前10
時～11時半）
問�中央公民館　☎ 72-1846

　おもりを手首や足首に巻いて、音楽
に合わせて体操を行います。各自治会
で自主的に行い、集いの場にもなって
います。
●実施自治会（平成29年１月現在）
　 西小路１区・今町・上塩・寺里・仲町・上町・

鍛治屋・大島・串間・中新町・下新町・大重野・
下千野・上平・下平・樋口・中福良・立宇津
問医療介護課介護保険係　☎72-0333

健幸教室

　健康運動実践指導士が講師となり、
ストレッチや柔軟体操をしながらの
筋力維持、増加を目的とした教室です。
●日時・場所
　午前＝10時～11時半　午後＝２時～３時半
▼毎週火曜日（午前） 大束公民館
▼毎週水曜日（午前） 保健福祉センター
▼毎週木曜日
　大束公民館（午前） 本城公民館（午後）
▼毎週金曜日
　保健福祉センター（午前） 市木公民館（午後）
問医療介護課介護保険係　☎72-0333
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市
内
の
話
題
や
出
来
事
な
ど
を
写
真
を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

My
town
topics

1

2

3

4

5

6
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２
月
４
日
、
小
学
校
生
活
最
後
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
と

日
南
市
の
天
福
球
場
近
く
の
広
場
か
ら
学
校
ま
で
の
約
32
キ

ロ
を
歩
く
福
島
小
学
校
の
「
ロ
マ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
９
９
５
年
か
ら

卒
業
式
前
に
実
施
し
て
い
る
伝

統
行
事
で
、
６
年
生
と
保
護
者

ら
計
１
３
０
人
が
参
加
。
午
前

９
時
す
ぎ
に
ス
タ
ー
ト
し
、
国

道
２
２
０
号
を
南
下
し
な
が
ら

ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。
途

中
遅
れ
る
子
も
い
た
が
、
励
ま

し
合
い
な
が
ら
ゴ
ー
ル
の
福
島

小
ま
で
全
員
が
踏
破
し
ま
し
た
。

　
１
月
29
日
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
『
第
５
回
串
間
市

環
境
フ
ェ
ア
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。
環
境
問
題
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
お
う
と
、
ふ
る
さ
と
の
水
辺
環
境
を
守
る
会
が
主

催
し
、
市
民
約
50
人
が
参
加
。

環
境
学
習
に
取
り
組
む
市
木
小

児
童
の
発
表
で
は
、
市
木
浜
の

清
掃
活
動
や
森
林
活
動
体
験
な

ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
高
千
穂
町
役
場
の

田
崎
友
教
さ
ん
と
同
町
の
村
お

こ
し
グ
ル
ー
プ
の
佐
藤
光
さ
ん

が
講
演
を
行
い
、
参
加
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
４
日
、
都
井
岬
で
ダ
ニ
の
駆
除
や
牧
草
の
芽
吹
き
を

促
す
た
め
に
行
わ
れ
る
早
春
の
恒
例
行
事
「
野
焼
き
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
岬
を
管
理
す
る
都
井
御
崎
牧
組
合
の
組
合
員

ら
約
40
人
が
参
加
。
参
加
者
は
、

点
火
し
た
竹
の
棒
を
手
に
丘
陵

に
火
を
放
つ
と
、
火
は
パ
チ
パ

チ
と
音
を
立
て
て
燃
え
広
が
り
、

ま
た
た
く
間
に
一
面
は
煙
と
炎

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
野
焼
き
後

に
は
黒
い
焼
け
跡
が
広
が
り
、

３
月
中
旬
に
は
新
芽
が
顔
を
出

し
始
め
、
４
月
初
旬
か
ら
岬
馬

の
出
産
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
す
。

最
後
の
思
い
出
32
キ
ロ
完
歩

中盤あたりから足が痛くなって
大変でしたが、みんなと一緒だ 
ったので楽しく歩けました。始
まる前はリタイヤすると思って
いたけど、無事ゴールできてよ
かったです。達成感があり、と
てもいい経験ができました。卒
業前のいい思い出になりました。

達成感あった

環
境
問
題
へ
の
関
心
高
め
る

講演興味深い
高千穂から来られた二人のまち
づくりについての講演が興味深
かったです。高千穂は神話など
ポイントがあるけど、串間だっ
て掘り起こせば何か誇れるもの
があるはず。市民が少しずつエ
ネルギーやアイデアを出し合っ
ていく必要があると思いました。

市木地区・八ケ谷

獺
う そ

越
ご え

 智
と も

子
こ

さん

福島小学校 ６年生

森
も り

　隼
は や

人
と

くん

都井御崎牧組合 組合長

諏
す

訪
わ

 英
ひ で

顕
あ き

さん

都
井
岬
に
春
を
呼
び
込
む
炎

組合員の高齢化が進んでいて大
変ですが、今年は天候のコン
ディションもよく、スムーズに
終えることができました。野焼
きが終わるとすぐに春がやって
きます。早ければ３月終わりに
も春駒が生まれるので、ぜひ都
井岬へ足を運んでほしいですね。

都井岬に来て

　

２
月
20
日
、『
第
６
回
福
島
の
子
ど
も
た
ち
宮
崎
に
来
ん

ね
キ
ャ
ン
プ
』
の
一
環
で
、
串
間
市
へ
訪
れ
た
福
島
県
の
５

家
族
と
関
係
者
約
15
名
が
き
ん
か
ん
た
ま
た
ま
の
収
穫
を

体
験
し
ま
し
た
。『
た
ま
た
ま
』

の
生
み
の
親
で
あ
る
北
方
地
区

の
古
屋
修
市
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で

行
わ
れ
、
収
穫
の
仕
方
な
ど
を

説
明
し
た
後
、
実
際
に
き
ん
か

ん
を
収
穫
。
初
め
て
き
ん
か
ん

を
食
べ
た
と
い
う
子
ど
も
も
多

く
、
採
っ
た
ば
か
り
の
き
ん
か

ん
を
頬
張
る
と
、
お
い
し
そ
う

な
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

災害協定を締結

　２月２日、住宅地図など
を制作する株式会社「ゼン
リン」と災害協定を締結し
ました。この協定により、
災害発生時の迅速な救助や
復旧につなげるため、市内
の住宅地図や大型の広域地
図、インターネット用住宅
地図のライセンスを無償で
提供していただきました。 

都井岬へ訪れた皇太子さま

皇太子さま
ご来串

●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●

地元就職の若者へ奨励金を交付

　２月７日、若者の地元就
職やＵＩＪターン者の定住
促進を図るため、市内事業
者に常用雇用者として雇用
された新卒者５名に対し、
就労奨励金が交付されまし
た。市が今年から始めた制
度で、奨励金は10万円。交
付式では、市長から 5 名に 
奨励金が手渡されました。

　

２
月
10
日
、
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
串
間
市
地

域
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
」
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
協
定
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
な
ど
が
行
う
既
存
の
見
守

り
に
加
え
、
市
内
の
事
業
所
に

も
地
域
の
見
守
り
に
協
力
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
式
に
は
、

串
間
郵
便
局
、
宮
交
タ
ク
シ
ー
、

宮
児
タ
ク
シ
ー
、
都
城
ヤ
ク
ル

ト
販
売
、
ヤ
マ
ト
運
輸
の
５
事

業
所
と
串
間
警
察
署
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
市
の
関
係
者
が
出

席
。
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

安
心
安
全
な
地
域
を
目
指
す

これまでも警察とは連携して、
認知症高齢者の方や子どもを発
見したら報告してきました。今
回の協定が締結されたことで、
各事業所と各機関がさらに連絡
を取り合って、スムーズな見守
り活動ができると思います。従
業員にも周知徹底していきます。

周知徹底する

宮交タクシー㈱串間営業所長

若
わ か

松
ま つ

 克
か つ

己
み

さん

初
め
て
の
き
ん
か
ん
に
驚
き

被災者のママを支援しているＮ
ＰＯ法人『みんなの家』を紹介
してもらったことがきっかけで、
初めて宮崎に来ました。空港に
着くと、南国に来たみたいに暖
かかったです。きんかんは、お
店に売っているものとは比べら
れないくらいおいしかったです。

宮崎に初上陸

福島県在住

難
なん

波
ば

 勇
いさむ

さん・ひとみさん

心
こ

春
はる

ちゃん・陽
ひ

向
なた

ちゃん

　

２
月
12
日
、
文
化
会
館
で
「
地
域
の
つ
な
が
り
と
絆
を
つ

く
る
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」

を
テ
ー
マ
に
、『
第
24
回
串
間
市
生
涯
学
習
推
進
大
会
』
が

あ
り
ま
し
た
。
成
果
作
品
展
で

は
ク
ラ
フ
ト
か
ご
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
舞
台
で
は
、
民
謡
や
詩

吟
な
ど
５
団
体
が
公
民
館
講
座

や
練
習
で
培
っ
た
成
果
を
披
露
。

そ
の
後
、
落
語
家
古
今
亭
志
ん

吉
さ
ん
と
大
法
輪
寺
の
住
職
田

口
学
法
さ
ん
の
講
演
。
ユ
ー
モ

ア
た
っ
ぷ
り
に
講
演
し
、
来
場

者
の
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。

（写真左）福島・霧島

田
た

上
がみ

 里
さと

美
み

さん
（写真右）大束・古大内

谷
たに

口
ぐち

 紀
き

代
よ

子
こ

さん

新
た
な
学
習
の
き
っ
か
け
に

発表いい経験
県民謡会串間支部で民謡を発表
しました。民謡の練習を始めて
から健康面も良くなったし、若
返った気がします。生涯学習大
会に参加して、今まで以上にい
ろいろと挑戦したいと思いまし
た。二人とも抽選会で景品が当
たって、今日は良い一日でした。

ゼンリンと
災害時支援協定

就労奨励金を
地元就職の若者へ



　  子育て支援情報

「すこやかひろば」で
親子の触れ合い
広いスペースでのびのび遊ぼう。

「
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
」っ
て
？

　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
市
民

病
院
と
な
り
）
の
２
階
に
あ
る
「
す

こ
や
か
ひ
ろ
ば
」
は
、
子
育
て
中
の

保
護
者
の
情
報
交
換
や
交
流
が
で
き

る
場
で
す
。
月
曜
～
金
曜
日
、
そ
し

て
日
曜
日
に
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

子
ど
も
た
ち
が
遊
べ
ま
す
。
毎
月
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
。
利
用
は
無
料
で
す
。

利
用
時
間
は
？

▽
月
曜
～
金
曜

　
午
前
８
時
半
～
正
午

　
午
後
１
時
～
５
時

▽
日
曜
日

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※ 

健
診
な
ど
が
あ
る
た
め
、
午
後
か

ら
お
休
み
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
も

お
休
み
で
す
。

一
時
預
か
り
も
あ
り
ま
す

　
子
ど
も
さ
ん
を
２
時
間
１
人
５
０

０
円
で
お
預
か
り
し
ま
す
。
１
回
一

組
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
事
前
予
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
曜
日
も
開
放
し
て
い
ま
す

　
平
日
、
保
育
所
な
ど
に
通
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
も
日
曜
日
は
「
す
こ
や

か
ひ
ろ
ば
」
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん

か
？
い
つ
も
と
違
う
お
友
達
が
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

「
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
」活
用
術
！

▽
『
お
誕
生
日
の
月
は
』

　

毎
月
誕
生
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

▽
『
育
児
が
少
し
不
安
』

　
保
育
士
に
気
軽
に
声
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

▽
『
ス
キ
ル
を
磨
き
た
い
』

　
栄
養
士
・
保
健
師
さ
ん
の
講
話
や
、

製
作
・
折
り
紙
の
日
も
あ
り
ま
す
。

▽『
お
母
さ
ん
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
』

　
骨
盤
体
操
も
あ
り
ま
す
。

▽
『
お
昼
寝
前
に
遊
ば
せ
た
い
』

　
安
心
し
て
遊
べ
る
場
所
と
し
て
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
他
に
も
「
子
育
て
中
の
マ
マ
同
士

話
が
し
た
い
」「
マ
マ
友
を
作
り
た

い
」
な
ど
な
ど
。
こ
ん
な
活
用
を
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所

　

 

子
育
て
支
援
係
☎
72

－

８
７
０
１

（
す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
直
通
）

お便り、行事予定、日曜開放日など
串間市公式サイトにも

掲載しています。

「
串
間
の
突
破
口
を
探
せ
！

～
若
者
と
主
婦
と
歩
む
、
こ

れ
か
ら
の
成
長
戦
略
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
講
師
に
内
閣
官

房
地
域
活
性
化
伝
道
師
で
あ

る
、
北
尾
洋
二
氏
を
講
師
に

迎
え
講
演
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
前
日
か
ら
串
間
市
内
を
視

察
し
て
も
ら
い
、
現
状
に
基

づ
い
た
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
、
内
容
に

つ
い
て
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め

て
お
伝
え
し
ま
す
。

●
串
間
を
知
ら
な
い

　
事
前
に
市
外
の
方
に
、
串

間
と
言
え
ば
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
結
果
、
な
ん
と
６

割
の
方
の
答
え
が
「
そ
も
そ

も
串
間
市
を
知
ら
な
い
」
と

い
う
結
果
で
し
た
。
情
報
発

信
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が

明
確
で
す
が
、
串
間
市
の
イ

メ
ー
ジ
が
な
い
分
、
こ
れ
か

ら
イ
メ
ー
ジ
戦
略
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
、
未
開
拓
の
地

で
な
ん
で
も
で
き
る
魅
力
が

詰
ま
っ
た
地
域
で
あ
る
。

●
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

　
資
金
が
集
め
や
す
い
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
よ
り
も
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
移

行
し
て
い
く
自
治
体
が
今
後

増
加
し
て
い
く
中
、
串
間
市

が
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、
若

者
や
女
性
が
働
く
こ
と
の
で

き
る
環
境
整
備
が
で
き
る
か

で
き
な
い
か
で
、
近
い
未
来

が
劇
的
に
変
わ
る
。

●
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
リ
ス
ク
は

付
き
物
。
そ
れ
を
覚
悟
し
、

そ
の
リ
ス
ク
を
ワ
ク
ワ
ク
に

変
換
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

リ
ス
ク
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
は
あ
り
得
ま
せ

ん
。
若
者
は
、
リ
ス
ク
を
あ

え
て
選
び
、
前
に
進
む
。

　
串
間
市
の
成
長
戦
略
は
、

市
民
、
企
業
、
行
政
が
一
つ

に
な
り
成
し
遂
げ
ら
れ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
想
い
を
カ
タ
チ
に
。
親

子
が
会
話
す
る
時
間
を
持
っ

て
、
若
者
が
夢
を
持
つ
こ
と

の
で
き
る
地
域
を
創
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

●住所＝串間市大字西方5500-2　　●☎/FAX＝0987-27-3075　　●開館日＝平日 午前９時～午後６時
●メール＝kushimageinin@kkd.biglobe.ne.jp　　●ＨＰ＝http://kushima-panerp.com/

くしま市民活動交流センター

パ　ナ　ッ　プ

みなさまの市民活動を
支援します！

花
粉
が
飛
び
始
め
、
本
格
的
な

花
粉
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま

し
た
。
花
粉
症
対
策
が
欠
か
せ
な

い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
だ
い
ぶ

暖
か
く
な
り
、
春
の
足
音
が
聞
こ

え
て
く
る
今
日
こ
の
頃
。
皆
さ
ん
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

２
月
７
日
、
環
境
省
・
国
土
交

通
省・文
部
科
学
省・農
林
水
産
省

の
主
務
省
庁
か
ら
、
九
州
で
初
め

て
、
全
国
で
９
番
目
に
、
串
間
市

が「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
地
域
」

と
し
て
認
定（
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
推
進
協
議
会
が
策
定
し
た

「
串
間
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全

体
構
想
」が
認
定
）さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

は
、
地
域
ぐ
る
み
で
自
然
環
境
や

風
俗
慣
習
な
ど
を
核
と
し
た
地
域

固
有
の
魅
力
を
観
光
客
に
伝
え
る

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
価
値
や
大
切

さ
の
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

自
然
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
す
観
光
形
態
を

言
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
通
じ

て
、
地
域
の
方
々
も
自
分
た
ち
の

資
源
の
価
値
を
再
認
識
す
る
と
と

も
に
、
地
域
社
会
そ
の
も
の
を
活

性
化
す
る
意
味
に
お
い
て
も
、
こ

の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
地
方
創

生
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ

で
あ
り
、
串
間
市
の
観
光
振
興
を

考
え
る
上
で
重
要
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
、
串
間
市
で
は
、
都
井
岬

の
再
開
発
の
一
環
と
し
て
、
旧
都

井
岬
観
光
ホ
テ
ル
の
解
体
撤
去
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
ホ
テ
ル
跡
地
を
活
用
し
、
今

後
、
都
井
岬
の
貴
重
な
自
然
環
境

や
風
俗
慣
習
と
融
合
し
た
ア
ウ
ト

ド
ア
リ
ゾ
ー
ト
の
整
備
を
官
民
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
が
、
都
井
岬
の
大
自

然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け
る
体
験

メ
ニ
ュ
ー
の
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ

と
情
報
発
信
な
ど
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

九州初！エコツーリズム推進 
地域として国の認定を受けました

地方創生特命部長

矢
や
後
ご
雅
まさ
司
し

の

部長日記

都井岬馬追い体験ツアー

若者が夢を持てる街
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奈
留

秋
山

串
間

北
方

大
平

一
氏

西
方

奴久見

至酒谷

至日南

高
松

南
方 本

城

鬢垂島

崎田

永田

志布志湾

都
井

大
納

宮ノ浦

恋ヶ浦

下石波

上石波市木

幸
島

鳥
島

築
島

銅
島

ひゅうがおおつか

ひゅうがきたかた

ふ
く
し
ま
い
ま
ま
ち

ふ
く
し
ま
た
か
ま
つ

くしま
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串
間
市
の
河
川
な
ど
の
状
況

　

市
で
は
、
市
内
15
カ
所
で
河
川

な
ど
の
水
質
を
測
定
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で

の
主
な
年
度
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
：
微
生
物
が
水

中
の
有
機
物
を
分
解
す
る
と
き
に

消
費
す
る
酸
素
量
と
さ
れ
、
こ
の

値
が
大
き
い
ほ
ど
水
が
汚
れ
て
い

る
）
を
グ
ラ
フ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
数
値
で
は
天
神

川
が
Ｂ
Ｏ
Ｄ
２
・
４
㎎
／
ℓ
と
、

環
境
基
準
値
（
２
㎎
／
ℓ
）
を
上

回
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
の
箇
所

で
は
年
々
水
質
は
改
善
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
意

識
の
変
化
」
の
表
れ
だ
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
生
活
排
水
は
十

分
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
い
た
め
、
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
生
活
排
水
の
処
理
が
水
質
保
全

の
要
と
な
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と

　

美
し
い
川
を
守
る
た
め
に
わ
た

し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
汚
れ

た
生
活
排
水
を
川
に
流
さ
な
い
こ

と
で
す
。

　

く
み
取
り
処
理
や
単
独
浄
化
槽

処
理
か
ら
合
併
浄
化
槽
処
理
へ
の

切
り
替
え
、ま
た
は
公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
に
よ
っ

て
排
水
の
汚
れ
を
８
割
以
上
カ
ッ

ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
油
を
流
さ
な
い
た
め
に
皿

や
フ
ラ
イ
パ
ン
の
油
は
紙
で
拭
き

取
っ
て
流
さ
な
い
、
米
の
と
ぎ
汁

を
庭
の
花
に
か
け
る
と
い
っ
た
工

夫
を
す
る
こ
と
が
河
川
の
浄
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
☎
内
線
２
５
３

❶善田川合流点 ❻中鶴橋（福島川） ⓫宮ノ前橋（都井川）

❷本城川城泉坊 ❼一氏橋（福島川） ⓬宮ノ浦橋（宮ノ浦川）

❸下弓田海域 ❽石木田橋（大平川） ⓭八ヶ谷橋（市木川）

❹蔵元橋（福島川） ❾平原橋（大平川） ⓮平橋（天神川）

❺屋治橋（大平川） ❿第一鍛治屋橋（馬場川） ⓯西方橋（西方川）

※ 環境基準（県が目標と定める水質基準と水域）
● 福島川上流―赤池滝より上流。BOD １㎎/ℓ以下。
● 福島川下流―赤池滝より下流。福島川に流入する初田川、善田川および西方川を含む。 

BOD ２㎎/ℓ以下。❶❹❻❼❿⓯
● 大平川上流―末広橋より上流。BOD １㎎/ℓ以下。
● 大平川下流―末広橋より福島川合流点まで。大平川下流に流入する奈留川および秋山川を含

む。BOD ２㎎/ℓ以下。❺❽❾
● 串間地先海域―下弓田海域付近。COD ２㎎/ℓ以下。❸
● ❷⓫⓬⓭については、目安としての基準を表示。
●❸下弓田海域のみ COD（化学的酸素消費量）で表示。
●⓮Ｈ24年度以前は松清橋で採水。Ｈ25年度以降は工事の関係上平橋で採水。

グラフは基準値 (BOD2mg/ℓ) を表示するため、掲載されるものは調査
地点によってはグラフの線の推移がわかりにくいものもあります。縦軸は
BOD、横軸は年度です。※ただし、❸下弓田の縦軸は COD になります。

環境基準値
↓（２㎎／ℓ）

美
し
い
川
を
守
り
継
ご
う

■
市
内
15
カ
所
に
あ
る
河
川
な
ど
の
水
質
検
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　 

身
近
な
河
川
の
状
況
を
知
り
、
わ
た
し
た
ち
の
手
で
美
し
い
川
を
守
り
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
う
ち
、
一
定
の
障

が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
「
障
が
い
認
定
」

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
加
入
し
て

い
た
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や
健
康
保

険
組
合
、
協
会
け
ん
ぽ
、
共
済
組
合
な
ど
）

か
ら
脱
退
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
障
が
い
認
定
を

受
け
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
場
合
、

病
院
窓
口
で
の
負
担
や
保
険
料
が
軽
く
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
74
歳
ま
で
で
あ
れ
ば
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
加
入
後
、
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
、

将
来
に
向
か
っ
て
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
場
合
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保

険
組
合
な
ど
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
定
の
障
が
い
と
は
？

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

・�

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
１
～
３
級
を
お
持

ち
の
方

・�

身
体
障
が
い
者
手
帳
の
４
級
を
お
持
ち
の

方
で
、
音
声
障
が
い
、
言
語
障
が
い
、
下

肢
障
が
い
の
一
部
の
方

・�

療
育
手
帳
Ａ
を
持
っ
て
い
る
方

・�

精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
の
１
級
、

２
級
を
持
っ
て
い
る
方

加
入
す
る
こ
と
に
よ
る
違
い

①�

医
療
費
の
窓
口
に
お
け
る
負
担
割
合

　

病
院
に
か
か
っ
た
際
に
窓
口
で
負
担
し
て

い
た
だ
く
割
合
（
負
担
割
合
）
が
、
原
則
１

割
に
な
り
ま
す
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

方
に
つ
い
て
は
３
割
に
な
り
ま
す
）
。

②
保
険
料

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
対
象
と
な

る
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
窓

口
か
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
申
請
に
必
要
な
も
の

　

加
入
申
請
対
象
者
の
方
の

・�

障
が
い
の
程
度
を
証
明
す
る
手
帳
な
ど

（
身
体
障
が
い
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精

神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳
、
年
金
証
書

の
い
ず
れ
か
）

・�

現
在
お
使
い
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・�

個
人
番
号
の
分
か
る
も
の
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

・
認
め
の
印
鑑

障
が
い
認
定
申
請
の
流
れ

　

障
が
い
認
定
の
申
請
は
任
意
で
す
。
申
請

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
75
歳
に
な
る
ま
で
は
い

つ
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
一
定
の
障
が
い
」に 

該
当
す
る

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

（
串
間
市
民
病
院
横
）
に
て 

障
が
い
認
定
申
請
を
行
う

宮
崎
県
後
期
高
齢
者 

医
療
広
域
連
合
か
ら 

認
定
さ
れ
る

窓
口
、
ま
た
は
郵
送
に
て 

後
期
高
齢
者
被
保
険
者
証
を 

受
け
取
る

●
申
請
窓
口
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

医
療
介
護
課
医
療
保
険
係（
⑤
番
窓
口
）

　

☎
72

－

０
３
３
３
（
内
線
５
１
５
）

後期高齢者医療制度の 
障がい認定をご存知ですか

65 歳から 74 歳で一定の障がいをお持ちの人は、
後期高齢者医療制度を選択できます。

17  Kushima City Public Relations, 2017.3, Japan 広報 　　　　  16



　福島高校卒業後、社会
人を経て82年にロッテ入
団。盗塁王や首位打者を
獲得するなど活躍。97年
に引退し、98年から12
年間コーチを務める。10
年には監督に就任し、日
本一に輝いた。16年か
らはオリックスのヘッド
コーチとして活躍中。

　串間市出身。小学１年
生から中学卒業までバ
レーボールを経験。高校
ではバレーから離れるが
13年にビーチバレー大会
を観戦し、魅力にはまる。
14年から本格的にビーチ
バレーを始め、現在は東
京オリンピックを目指し
奮闘中。

西
に し

村
む ら

 徳
の り

文
ふ み

さん

オリックス・バファローズ
ヘッドコーチ ビーチバレー選手

坂
さ か

口
ぐ ち

 佳
か

穗
ほ

さん

●問い合わせ先＝商工観光スポーツランド推進課　☎内線２６９

●問い合わせ先＝総務課秘書広報係　☎内線３１５

　串間市は、エコツーリズム
推進法に基づき、郷土の豊か
な自然や生活文化を守りなが
ら活用し、次世代へ伝えるエ
コツーリズムを推進していま
すが、このたび、その推進法
に基づいて策定された『串間
エコツーリズム推進全体構
想』が、国の認定を受ける運
びとなり、串間市長が環境省
での認定書授与式に出席しま
した。
　全体構想には、串間市がエ
コツーリズムを推進する目的
や方針、保護活用しうる自然
観光資源の現状と、活用する

にあたり配慮すべきルールな
どが定められ、これが国の推
進法の趣旨に合致する内容で
あるとして認められたもので
す。
　今回の認定は全国で９番目、
九州では鹿児島県奄美群島と
ともに初の認定となり、その
他の地域では、世界遺産の小
笠原諸島なども平成27年に認
定されています。
　串間市長には、エコツーリ
ズム推進に係る主務４省（環
境省・農水省・国交省・文科
省）の大臣連名による認定書
が授与されました。

　串間市にゆかりのある方に、それぞれの活動を通して本市をＰＲしていただく「くしまＰＲ大使」と
して、プロ野球オリックスのヘッドコーチ西村徳文さん、ビーチバレー選手の坂口佳穗さんにご就任い
ただきました。

西村徳文さん・坂口佳穗さんが
「くしまＰＲ大使」に就任

九州初！串間エコツーリズム推進
全体構想が国に認定されました

健康マメちしき
H e a l t h  　  　 K n o w l e d g e

　

今
回
も
前
回
同
様
、
当
院
外
科
で
多
く
み
ら

れ
る
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
、
胆
石
症
に
つ
い
て
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
当
院
に
赴
任

し
て
か
ら
私
が
感
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①�

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に
つ
い
て

　

鼠
径
部
と
は
足
の
付
け
根
の
領
域
を
指
し
、

ヘ
ル
ニ
ア
と
は
「
脱
出
・
突
出
」
を
意
味
し
ま

す
。
つ
ま
り
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
、
鼠
径
部
か

ら
腸
管
な
ど
の
内
容
物
が
外
へ
脱
出
す
る
疾
患

で
、
い
わ
ゆ
る
「
脱
腸
」
と
し
て
一
般
的
に
認

識
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
は
幼
児
や
高
齢
者
に

発
症
し
ま
す
が
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
で
は
加
齢

に
伴
い
、
お
腹
の
組
織
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

化か

す
る
こ
と
が

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
症
状
は
、
鼠
径

部
の
膨ぼ

う

隆り
ゅ
う

（
ふ
く
ら
む
こ
と
）
や
痛
み
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
が
、
最
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
嵌か

ん

頓と
ん

と
い
う
病
態
で
す
。
嵌
頓
と
は
、

脱
出
し
た
腸
管
が
元
に
戻
ら
な
く
な
る
こ
と
で
、

こ
の
状
態
が
続
く
と
や
が
て
血
流
不
良
を
起
こ

し
、
腸
管
は
壊え

死し

（
腐
る
こ
と
）
し
ま
す
。
嵌

頓
状
態
で
対
応
に
遅
れ
る
と
、
命
に
関
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
用
手
的
に
整せ

い

復ふ
く

（
元
に
戻
す

こ
と
）
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
緊
急
で

腸
管
切
除
術
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

嵌
頓
予
防
目
的
の
治
療
と
し
て
は
、
手
術
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
手
術
で
は
、
脱
出
し
て
い
る

ヘ
ル
ニ
ア
嚢の

う

と
い
う
袋
を
お
腹
の
中
に
戻
し
、

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

化か

し
た
腹
壁
を
補
強
し
ま
す
。
ひ
と
昔
前

の
手
術
で
は
、
患
者
さ
ん
自
身
の
腹
壁
の
組
織

を
寄
せ
る
こ
と
で
補
強
し
て
い
ま
し
た
が
、
最

近
で
は
メ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
人
工
物
を
挿
入
し
、

補
強
す
る
手
術
が
一
般
的
で
す
。
当
院
で
も
人

工
物
に
よ
る
腹
壁
補
強
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
最
近
で
は
腹
腔
鏡
に
よ
る
ヘ
ル
ニ
ア
修
復

術
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
術
後
の
入
院

期
間
の
短
縮
や
社
会
復
帰
が
早
い
と
い
う
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
腹
腔
鏡
で
の
修

復
術
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
患
者
さ
ん
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
腹
腔
鏡
手
術
を
行
っ
て
い
る

病
院
へ
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
原
因
の
一
つ
と
し
て

腹
圧
の
上
昇
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
重

い
荷
物
を
運
ぶ
機
会
が
多
い
人
や
、
便
秘
症
で

息
む
こ
と
が
多
い
人
は
腹
圧
が
上
昇
し
や
す
く
、

ヘ
ル
ニ
ア
の
予
備
群
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

腹
圧
を
長
時
間
か
け
な
い
こ
と
や
、
便
秘
に
な

ら
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
、
ヘ
ル
ニ

ア
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
今
後
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
の
患
者
さ
ん
が
増
加
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
重
症
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
足

の
付
け
根
の
膨
隆
や
痛
み
が
あ
る
と
い
う
患
者

さ
ん
は
、
一
度
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

②�

胆
石
症
に
つ
い
て

　

胆
石
症
と
は
、
胆
の
う
と
い
う
袋
（
肝
臓
の

下
に
付
着
し
て
い
る
臓
器
）
に
石
が
貯
ま
っ
た

病
態
で
す
。
本
来
胆
の
う
は
、
肝
臓
で
作
ら
れ

た
胆
汁
と
い
う
酵
素
（
脂
肪
の
消
化
吸
収
に
関

わ
る
酵
素
）
を
一
時
的
に
蓄
え
、
濃
縮
し
、
必

要
に
応
じ
て
分
泌
す
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
胆

石
症
の
患
者
さ
ん
で
は
、
胆
石
発
作
と
い
う
右

側
の
季き

肋ろ
く

部ぶ

（
肋
骨
の
下
）
に
痛
み
が
出
る
人

も
い
れ
ば
、
症
状
が
全
く
出
な
い
人
も
い
ま
す
。

脂
肪
分
を
多
く
含
む
食
事
を
摂
取
し
た
時
は
、

胆
の
う
の
働
き
が
活
発
に
な
る
の
で
、
発
作
が

起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
胆
石
が
胆
の
う
の

出
口
を
塞
い
だ
り
、
胆
汁
の
流
れ
が
悪
く
な
っ

た
場
合
は
、
急
性
胆
の
う
炎
と
い
う
状
態
に
な

り
、
緊
急
の
処
置
や
手
術
が
必
要
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
外
科
的
治
療
と
し
て
は
、
胆
の

う
を
摘
出
す
る
手
術
が
挙
げ
ら
れ
、
腹
腔
鏡
で

行
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
検
診
な
ど
で
胆

石
を
指
摘
さ
れ
た
方
や
、
脂
肪
分
の
多
い
食
事

を
摂
取
し
た
時
に
右
の
お
腹
が
痛
む
方
は
、
一

度
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

③
最
後
に

　

当
院
に
赴
任
し
て
か
ら
特
に
感
じ
た
こ
と

は
、
串
間
市
の
が
ん
検
診
の
受
診
率
の
低
さ
で

す
。
定
期
健
診
や
特
定
検
診
を
し
っ
か
り
受
け

る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
や
悪
性
疾
患
の
早
期

発
見
・
治
療
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
て
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
し
た
が
、
当
科
で
は
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午

前
中
に
外
来
を
行
っ
て
い
ま
す
（
第
２
水
曜
日

は
乳
腺
外
来
も
行
っ
て
い
ま
す
）。
鼠
径
ヘ
ル

ニ
ア
や
胆
石
症
以
外
に
も
、
気
に
な
る
こ
と
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

鼠そ

径け
い

ヘ
ル
ニ
ア
と
胆
石
に
つ
い
て

認定書授与式

野生馬ガイドツアー
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著：串間市民病院 外科
北村 英嗣 Eiji Kitamura



本図書館

交流員レポート

第11代国際交流員
クリスの

日本体験記
This month's expression今月の表現

串間市立
[Book]

◆◇◆ 今月の新刊 PICK UP ◆◇◆

●串間市立図書館☎ 72－1177 ●開館＝午前10時〜午後６時●休館日＝毎週月曜日� http://www.kushima-lib.jp/
≪各自治会・施設・団体を対象にした移動図書館の巡回先を募集中≫

移動図書館車で巡回し、その場で本を選んでいただき、本の貸し出しや返却を行います。土日も可。

イベント情報

春のおはなし会
　特別なおはなし会を開催！いつ

もと一味違った楽しい会です。み

んな来てね！
●期日＝３月26日（日）

●時間＝午前10時半～11時半

●場所＝図書館２階会議室

◆◇◆　その他の新刊　◆◇◆

　

２
月
と
言
え
ば
節
分
で
す
ね
。
実

は
ア
メ
リ
カ
で
勉
強
し
て
い
る
時
に

節
分
に
関
し
た
文
章
が
よ
く
出
て
き

て
、「
い
よ
い
よ
実
際
に
経
験
で
き

ま
す
！
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
保

育
園
で
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
子
ど

も
た
ち
の
悪
い
虫
を
退
治
す
る
と
こ

ろ
も
見
る
こ
と
が
で
き
て
面
白
か
っ

た
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
共
に
僕
の

泣
き
虫
、
イ
ヤ
イ
ヤ
虫
、
い
じ
わ
る

虫
、
怒
り
虫
、
好
き
嫌
い
虫
な
ど
を

投
げ
出
し
ま
し
た
！
悪
い
虫
が
な
く

な
っ
た
か
ら
幸
福
を
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
で
し
ょ
う
？
ま
あ
、
そ
う

だ
と
い
い
の
で
す
が
…
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
に
チ
ョ
コ
を
た
く
さ
ん
あ

げ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た

か
？
ア
メ
リ
カ
で
は
女
性
で
は
な
く
、

主
に
男
性
が
チ
ョ
コ
を
あ
げ
ま
す
。

そ
れ
に
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
が
な
い
の

を
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？
僕
は
本
来

あ
げ
る
の
が
好
き
で
す
の
で
、
ア
メ

今月のページ
・記事の余談
・連絡先など

市ホームページで
更なる情報！

リ
カ
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
方
が

好
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日

本
で
も
絶
対
に
あ
げ
た
ら
い
け
な
い

わ
け
で
は
な
い
し
、
も
ら
う
可
能
性

は
ア
メ
リ
カ
よ
り
多
い
気
が
す
る
の

で
、
こ
ち
ら
の
方
が
好
き
か
な
。

　

こ
の
話
の
つ
い
で
で
す
が
、
２
月

中
旬
に
国
際
交
流
員
と
し
て
初
め
て

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
バ

レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
時
期
な
の
で
、 

そ
れ
に
関
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
く

に
は
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

テ
ー
マ
は「
ア
メ
リ
カ
で
は
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
を
ど
の
よ
う
に
お
祝
い

す
る
の
か
」
で
す
。
み
ん
な
が
体
験

で
き
る
よ
う
に
パ
ー
テ
ィ
ー
で
よ
く

や
っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
紹
介
し
、

ア
メ
リ
カ
風
に
お
祝
い
し
て
も
ら
い
、

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
成
功
し
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
す
る
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

バレンタインパーティーを
開催しました
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今
月
の
テ
ー
マ
展
示

テロリストの処方（久坂部�羊）
不時着する流星たち（小川�洋子）
ビニール傘（岸�政彦）
花を呑む（あさの�あつこ）
果てしなき追跡（逢坂�剛）
ネコと昼寝（群�ようこ）
人生の踏絵（遠藤�周作）
墨龍賦（葉室�麟）
サンライズ・サンセット（山本�一力）

サロメ（原田�マハ）
錯迷（堂場�瞬一）
銀の猫（朝井�まかて）
源氏姉妹（酒井�順子）
ギリシア人の物語２�（塩野�七生）
雪つもりし朝�二・二六の人々（植松�三十里）
塩田の運動会（那須�正幹）
アーチー・グリーンと錬金術師の呪い
（D.D. エヴェレスト）

たこたこ学校では、今日は絵の勉強を
します。あか、むらさき、あお、みど
り…。生徒たちは、先生の言う色を
使って、それぞれすてきな絵を描きま
す。最後は、くろ。はたして、どんな
絵になるのでしょうか？

平成28年度に串間市立図書館で最も読
まれた本は何か！小説、児童書、一般書、
それぞれでご紹介しています。串間の
皆さんがどんな本を読んでいるか、そ
してあなたが読んだ本は何位だったの
か。ぜひ図書館で確かめてみてください。

「
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
」

「
東
京
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
」

　
　
伊
集
院 

静
／
著

「�

あ
か
で
す
よ�

あ
お
で
す
よ
」

　
　
か
こ 

さ
と
し
／
さ
く

ドキュメンタリー番組で出逢った青年
に強く惹きつけられた作家の私。だが、
彼には病魔が迫っており、さらに彼に
は決して忘れられない女性がいて…。

付き合う
Go out

付き合ってください。
Will you go out with me?

知
[Pension]

年
金

免
除
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要

で
あ
り
、
ま
た
過
去
の
分
に
つ
い
て
も
、

申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
期
間
に
未
納
の
あ
る
方
は
、
併
せ
て

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

免
除
承
認
に
つ
い
て
は
前
年
の
所
得
に

よ
り
審
査
さ
れ
ま
す
の
で
、
市
民
税
の
申

告
を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
、
保

険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
が
一
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

受
給
資
格
期
間
が

　
　
　
10
年
に
な
り
ま
す
！

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間
（
国
民
年
金

保
険
料
納
付
済
・
免
除
期
間
、
厚
生
年
金

等
の
加
入
期
間
な
ど
）
が
10
年
と
な
り
ま

す
。

　

資
格
期
間
が
10
年
以
上
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
た
方
に
は
、
日
本
年
金
機
構
が
お

客
様
の
ご
自
宅
宛
て
に
老
齢
の
請
求
書

（
黄
色
）を
発
送
し
ま
す
。
こ
の
請
求
書
は
、

平
成
29
年
２
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に
か
け

て
順
次
発
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
手
元

に
届
き
次
第
、
必
要
な
添
付
書
類
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
年
金
事
務
所
な
ど
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
年
金
を
受
給
す

る
権
利
が
発
生
す
る
日
は
、
平
成
29
年
８

月
１
日
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
提
出
先
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６

　

都
城
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
８
６

－
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－

２
５
７
１

育
[childcare]

発
達
凸
凹
の

子
ど
も
た
ち

子
ど
も
を
変
え
る
の
で
は
な
い
、

環
境
を
変
え
る  

そ
の
②

　

前
回
に
引
き
続
き
、
子
ど
も
を
変
え
る

の
で
は
な
く
、
環
境
を
変
え
る
支
援
の
具

体
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
子

ど
も
の
特
性
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
が
得
意
で
、
ど
ん
な
こ
と
が

苦
手
な
の
か
。
何
が
一
人
で
で
き
て
（
自

立
）、
何
が
で
き
そ
う
な
こ
と
（
芽
生
え
）

な
の
か
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
手

立
て
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
、
気
持
ち
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
ず
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
子
ど
も
に
対
し
、

大
人
も
そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
興
奮
し
た
り
、

憤
慨
し
て
い
る
場
面
を
時
折
見
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
興
奮
が
止
む
ど
こ
ろ
か
さ
ら
に

激
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、

余
計
な
刺
激
の
な
い
安
全
な
場
所
に
一
時

離
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
静
か
な
所
で
、

大
人
が
そ
れ
な
り
の
距
離
を
置
い
て
見
守

る
と
い
う
環
境
を
作
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

声
掛
け
や
身
体
接
触
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

必
要
な
の
は
ま
な
ざ
し
で
す
。
興
奮
が
収

ま
っ
た
ら
寄
り
添
い
、
言
い
分
を
聞
き
過

ぎ
ず
ど
う
す
べ
き
だ
っ
た
か
早
め
に
方
向

付
け
ま
す
。
再
び
興
奮
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
同
じ
よ
う
に
静
か
な
場
所
に
離
れ
る

こ
と
を
約
束
し
ま
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
頭

を
冷
や
す
＝
興
奮
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

力
を
身
に
付
け
さ
せ
ま
す
。
家
や
保
育
園

な
ど
で
、
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
で
き
る
場
所
を

決
め
て
お
く
と
い
い
で
す
ね
。
さ
ら
に
布

団
に
も
ぐ
る
、
水
を
飲
む
、
安
心
で
き
る

グ
ッ
ズ
を
与
え
る
な
ど
、
落
ち
着
け
る
物

を
用
意
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

　

パ
ニ
ッ
ク
に
は
「
泣
い
た
り
」「
立
ち

す
く
ん
だ
り
」
と
他
人
に
影
響
が
な
い
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、自
分
を
傷
つ
け
る「
自

傷
行
為
」
を
行
っ
た
り
、
物
を
壊
し
た
り
、

他
人
に
危
害
を
加
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ

り
ま
す
。
頭
を
壁
や
床
に
打
ち
付
け
た
り

し
て
い
る
場
合
に
は
、
間
に
座
布
団
や
タ

オ
ル
な
ど
を
あ
て
が
い
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
福
祉
事
務
所
子
育
て

支
援
係
☎
72

－

０
３
３
３ 



お
知

ら

市役所の代表電話

☎0987-
72-1111

INF
ORMATION

せ

今月の
テーマ

転
入
・
転
出
届
出
な
ど
の 

窓
口
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

　

年
度
末
か
ら
年
度
始
は
、
市
役

所
の
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

窓
口
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

お
仕
事
な
ど
の
都
合
で
、
通
常

の
開
庁
時
間
帯
に
手
続
き
で
き
な

い
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

受
付
事
務
は
、
転
入
、
転
出
ま

た
は
転
居
を
さ
れ
る
方
の
一
部
手

続
き
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
支
所
は
通
常
ど
お
り
で
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●�

窓
口
延
長
日
時
＝
３
月
27
日

（
月
）～
４
月
４
日
（
火
）

▽
月
～
金
曜
日

　

午
前
８
時
半
～
午
後
７
時

▽
土
・
日
曜
日

　

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時

●�

受
付
内
容

・�

転
入
、
転
出
、
転
居
の
届
出
に

関
す
る
事
務

・
国
民
年
金
に
関
す
る
事
務

・
家
庭
ご
み
に
関
す
る
案
内

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課

☎
内
線
２
２
３
・
２
２
４

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
「
平

成
29
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
期
間
中
、
消
防
車
両
に
よ
る

火
災
予
防
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

　

火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及

を
図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
本
部
☎

72

－

４
１
５
１

今
年
度
防
災
士
養
成
研
修
を 

受
講
し
た
方
へ

　

串
間
市
で
は
地
域
防
災
力
強
化

に
貢
献
す
る
「
防
災
士
」
の
資
格

取
得
を
奨
励
し
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
防
災
士
養
成
研
修
を
受
講
し

た
方
で
、
資
格
取
得
後
に
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
元
の
自
主

防
災
組
織
な
ど
で
活
躍
す
る
意
思

の
あ
る
方
に
対
し
、
防
災
士
認
証

登
録
料
の
補
助
を
い
た
し
ま
す
。

　

補
助
金
交
付
に
は
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
３
月
末
ま
で
に
申
請

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
危
機
管
理
課

☎
内
線
３
４
４

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

　

子
ど
も
会
、
自
治
会
、
運
動
ク

ラ
ブ
な
ど
４
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ

で
加
入
で
き
ま
す
。
活
動
中
の

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
な
ど
の

事
故
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
熱
中
症

や
突
然
死
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

銀
行
な
ど
で
加
入
す
る
場
合

　
「
加
入
依
頼
書
」
を
指
定
銀
行

の
窓
口
へ
掛
金
と
と
も
に
提
出
。

「
加
入
依
頼
書
」
は
、
前
年
度
加

入
団
体
に
つ
い
て
は
３
月
上
旬
ま

で
に
代
表
者
住
所
に
届
き
ま
す
。

新
た
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は
生
涯

学
習
課
窓
口
や
中
央
公
民
館
、
各

支
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
の
場
合

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
ス
ポ
安
ね
っ
と
」
で
必

要
事
項
を
入
力
後
に
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
掛
金
を
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
（
公
財
）
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

　

☎
０
９
８
５

－

55

－

３
１
３
６

串
間
市
総
合
運
動
公
園 

桜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

　

提
灯
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で

夜
桜
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
公

園
内
は
火
気
厳
禁
で
す
が
、
期
間

中
、
指
定
の
駐
車
場
に
限
り
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
が
可
能
で
す
。

●�

期
間
＝
３
月
24
日（
金
）～
４
月

16
日（
日
）

●�

場
所
＝
市
総
合
運
動
公
園

●�

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
＝
午
後
６
時
～

９
時
45
分
（
10
時
に
閉
園
）

●�

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

①�

ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い
。
ご
み
箱
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②�

ビ
ー
ル
の
飲
み
残
し
や
汁
物
を

会
場
内
に
捨
て
な
い
。

③�

公
園
内
の
指
定
の
駐
車
場
以
外

は
火
気
厳
禁
で
す
。

④�

飲
酒
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
☎
72

－

５
２
６
２

宝
く
じ
助
成
金
で 

整
備
し
ま
し
た

　
（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
は
、
宝
く
じ
の
収
益
を
財
源
と

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
施
設
、
ま
た
は
設
備
の
整

備
な
ど
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
上
石
波
自
治
会
と

上
新
町
自
治
会
が
こ
の
助
成
金
を

受
け
、
上
石
波
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
備
品
、
上
新
町
は
自
治
会
放

送
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
収
益
は
、
こ
の
よ
う

に
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
も

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
合
政
策
課

地
域
振
興
係
☎
内
線
３
３
４

串
間
市
生
涯
学
習 

専
門
指
導
員（
非
常
勤
）募
集

●�

職
務
内
容

・�

生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
講
座

や
教
室
な
ど
の
企
画
運
営

・
社
会
教
育
活
動
の
助
言
・
指
導

●�

応
募
条
件
＝
社
会
教
育
や
生
涯

学
習
に
関
心
を
持
ち
、
学
習
意

欲
の
あ
る
方

●�

募
集
人
数
＝
若
干
名

●�

採
用
予
定
日
＝
４
月
１
日

●�

任
用
期
間
＝
１
年
間

募
　
集

コミュニティ活動備品
（上石波）

放送設備▶
（上新町）

●�

報
酬
＝
月
額
８
万
円

●�

勤
務
場
所
＝
中
央
公
民
館
お
よ

び
大
束
支
所

●�

勤
務
時
間

・
平
日
週
３
日
程
度
の
勤
務

・�

勤
務
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
（
休
憩
１
時
間
）

※�

業
務
の
都
合
に
よ
り
勤
務
時
間

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

●�

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書
に

志
望
理
由
を
記
入
し
、
３
月
14

日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）

ま
た
は
直
接
提
出

※�

応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●�

選
考
方
法
＝
書
類
審
査
（
必
要

に
応
じ
て
面
接
を
行
い
ま
す
）

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯

学
習
課
☎
内
線
３
７
１

明
日
か
ら
使
え
る
ｗｅ
ｂ
講
座 

受
講
し
ま
せ
ん
か

　

あ
な
た
の
知
ら
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・

Ｉ
ｏ
Ｔ
の
世
界
（
入
門
編
）
と
題

し
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
生
活
に
役
立
つ

解
説
を
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
３
月
10
日
（
金
）
午
後

７
時
～
８
時

●�

場
所
＝
ア
ク
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

●�

講
師
＝
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

世
古
直
之
氏

●�

定
員
＝
10
名

●�

費
用
＝
無
料

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
く
し

ま
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー　

パ
ナ
ッ
プ
☎
27

－

３
０
７
５

レ
ス
リ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

　

未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
３
月
４
日
（
土
）・
20

日
（
月
）
午
前
10
時
～
正
午

●�

場
所
＝
福
島
高
レ
ス
リ
ン
グ
場

●�

参
加
資
格
＝
満
４
歳
～
中
学
生

●�

参
加
料
＝
３
０
０
円

●�

定
員
＝
30
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

●�

準
備
す
る
も
の
＝
体
育
館
シ
ュ�

ー
ズ
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
く
し�

ま
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ス
ク
ラ
ブ

（
鈴
木
さ
ん
）☎
０
８
０

－

６�

４�

１�

３

－
８
１
３
０

電
気
防
護
柵
設
置
に
関
す
る 

経
費
補
助
の
募
集
に
つ
い
て

　

農
林
業
者
が
イ
ノ
シ
シ
用
電
気

防
護
柵
設
置
に
要
す
る
経
費
の
補

助
に
つ
い
て
募
集
を
行
い
ま
す
。

※�

３
月
市
議
会
に
て
予
算
の
議
決

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●�

内
容
例
＝
防
護
柵
２
段
張
り
、

延
長
２
５
０
ｍ

●�

補
助
額
＝
県
が
定
め
る
標
準
経

費
の
３
分
の
２
以
内

●�

申
込
期
限
＝
３
月
24
日
（
金
）

●�

申
込
方
法
＝
市
役
所
で
直
接
ご

本
人
が
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●�

そ
の
他

※�

確
認
事
項
（
設
置
場
所
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

申
込
多
数
時
は
、
他
事
業
で
実

施
で
き
な
い
も
の
を
優
先
。

※�

実
施
は
平
成
29
年
７
月
以
降
。

※�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場
合

に
は
採
択
で
き
ま
せ
ん
。

※�

補
助
金
は
事
業
完
了
後
の
精
算

払
い
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
農
地

水
産
林
政
課
水
産
林
政
係
☎
内

線
４
２
６
・
４
２
７

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
科 

受
講
生
募
集

　

プ
ロ
の
講
師
に
よ
る
「
技
術
を

身
に
つ
け
る
た
め
」
の
入
門
キ
ル

ト
教
室
で
す
。

●�

開
催
日
時
＝
３
月
25
日
（
土
）

～
７
月
15
日
（
土
）
全
15
回

　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

●�

場
所
＝
日
南
高
等
職
業
訓
練
校

●�

費
用

　

受
講
料（
３
万
５
千
円
分
割
可
）

　

材
料
費
・
道
具
代
（
２
万
円
）

●�

申
込
期
限
＝
３
月
23
日
（
木
）

※�

定
員
10
名
に
な
り
次
第
締
切

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日

南
高
等
職
業
訓
練
校
☎
22

－

２
６
３
３

は
じ
め
て
の
海
外
輸
出 

セ
ミ
ナ
ー
in
串
間

　

海
外
輸
出
に
関
す
る
必
要
な
基

礎
知
識
や
留
意
点
な
ど
を
解
説
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●�

日
時
＝
３
月
16
日
（
木
）
午
後

２
時
～
午
後
４
時
半

●�

会
場
＝
串
間
商
工
会
議
所

●�

参
加
料
＝
無
料

●�

定
員
＝
30
名
（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
ジ
ェ
ト
ロ
宮�

崎
☎
０
９
８
５

－

61

－

４
２
６�

０こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
な
ど
、
こ
こ
ろ

の
健
康
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
で
す
。

●�

日
時
＝
３
月
23
日
（
木
）
午
後

１
時
半
～
３
時
半

●�

場
所
＝
日
南
保
健
所
相
談
室

●�

相
談
方
法
＝
専
門
医
に
よ
る
個

別
相
談
（
ご
家
族
や
支
援
者
か

ら
の
相
談
も
可
能
で
す
。）

※�

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●�

費
用
＝
無
料

●�

申
込
方
法
＝
相
談
日
前
日
の
午

前
中
ま
で
に
電
話
に
て
申
込

●�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南

保
健
所
健
康
づ
く
り
課
☎
23

－

３
１
４
１

無
料
・
日
曜
相
談
所
開
設 

（
遺
言
な
ど
の
法
律
相
談
）

　

左
記
の
と
お
り
、
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
料
は
無
料

で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
＝
４
月
２
日
（
日
）

※�

午
前
10
時
～
午
後
４
時

●�

場
所
＝
日
南
公
証
役
場

●�

内
容
＝
遺
言
、
相
続
、
高
齢
者

な
ど
の
財
産
管
理
、
不
動
産
な

ど
の
賃
貸
借
契
約
、
会
社
の
定

款
、
離
婚
時
の
契
約
な
ど

●�

そ
の
他
＝
予
約
制
の
た
め
平
日

に
事
前
の
電
話
予
約
が
必
要

※�

受
付
時
間
＝
午
前
８
時
半
～
午

後
５
時

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
日
南
公
証
役

場
☎
23

－

５
４
３
０

①�

行
政
相
談
＝
３
月
27
日
（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

市
役
所
１
階
Ｂ
会
議
室

②�

法
律
相
談
＝
３
月
13
日
（
月
）

午
後
１
時
半
～
３
時
半
（
要
予

約
）
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

問
い
合
わ
せ
先

①
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
内
線
２
５
２

②
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

６
９
４
３

無
料
相
談

ごみの分別を正しくしましょう
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こ
の
ペ
ー
ジ
は
読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
声
に
ふ
れ
あ
う
場
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読
者
の
ペ
ー
ジ

広報コラム
じぃじ・ばぁばへ

アビちゃん

じぃじ、ばぁば、いつもあ
りがとう。たくさんたくさ
ん長生きして、一緒に遊ん
でね。

●伝言メッセージ例

お便り・投稿募集しています。

下記ＱＲコードをご利用ください（紙面に限りが
あるので、すべての投稿を掲載することができ
ないことがあります。あらかじめ、ご了承ください）。
①名前（ペンネーム可）②連絡先
③コメントを必ず添えてください。
●Ｅメールアドレス
　info@city.kushima.lg.jp

お便りお待ち
しています。

　共進会などで優れた成績を収めた農
家や、団体などをたたえる「県農産園
芸特産物総合表彰式」で、本市からは
野菜部門で武田守さん（キュウリ）、深
江一美さん（かんしょ）、花き部門で平
川俊一郎さん（トルコギキョウ）、葉た
ばこ部門で、鬼塚貴昭さんの４名が受
賞されました。武田さんにつきまして
は、特別賞の「農林水産省生産局長賞」
を受賞されました。

優
良
自
治
公
民
館
報
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た

串
間
市
か
ら
４
名
が
受
賞

県
農
産
園
芸
特
産
物
総
合
表
彰
式

　地元榎原４地区との合意により、日南串間
広域不燃物最終処分場で廃棄物の埋め立て処
分を行うことのできる期間が平成34年３月31
日まで５年間延長になりました。
　最終処分場は、平成９年から埋め立て開始。
当初は、15年ほどで満杯になると見込まれて
いましたが、ごみの分別、リサイクルが進み、
埋め立て量が減少。今後、20年以上は埋め立
てできると推計されています。

日
南
串
間
広
域
不
燃
物
最
終
処
分
場

環
境
保
全
協
定
に
よ
り
期
間
を
延
長

　１月24日に行われた宮崎県公民館経営セミ
ナーで串間市内の４つの自治会（樋口・子持
田・中福良・有明一区）が優良自治公民館報
表彰を受けました。

福島サッカースポーツ少年団
宮崎県大会で優勝

　１月22日から２月５日に開催された『マルイ
チカップ第42回九州ジュニアＵ－12サッカー宮崎
県大会』において、福島サッカースポーツ少年
団が見事優勝しました。
　同少年団は、３月11日から開催される九州大
会に出場します。皆さま応援のほどよろしくお
願いします。

し
ま
し
た
。
帰
る
２
、
３
日
前
、

串
間
に
路
面
電
車
が
展
示
さ
れ
た

と
新
聞
で
拝
見
し
た
こ
と
も
あ
り
、

楽
し
み
で
し
た
。

　

帰
省
時
に
、
電
車
の
清
掃
を

さ
れ
て
い
た
係
員
の
娘
さ
ん
に

「
ち
ょ
っ
と
拝
見
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
尋
ね
る
と
「
ど
う
ぞ
ど
う

ぞ
」
と
娘
さ
ん
。
車
内
は
シ
ー
ト

も
張
り
替
え
て
あ
り
、
床
も
清
掃

さ
れ
て
い
て
き
れ
い
で
し
た
。

　

私
「
あ
あ
懐
か
し
い
な
」
娘
さ

ん
「
こ
の
電
車
は
広
島
か
ら
来
た

の
で
す
よ
」
私
「
い
い
え
、
こ
の

電
車
は
昭
和
43
年
に
私
が
23
歳
で

大
阪
に
来
て
か
ら
初
め
て
就
職
し

た
交
通
局
で
、
15
年
間
通
勤
し
た

思
い
出
の
電
車
で
す
」娘
さ
ん「
へ

え
ー
、
そ
う
だ
っ
た
の
で
す
か
」

　

当
時
上
本
町
台
地
に
営
業
所
が

あ
り
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
大
阪
城

前
、
府
庁
前
、
警
察
本
部
前
、
旧

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
を
横
目
で
見
な
が
ら
通

勤
し
た
忘
れ
ら
れ
な
い
路
面
電
車

で
す
。

　

そ
れ
か
ら
大
阪
は
、
地
下
鉄
が

郊
外
に
延
伸
し
て
大
き
く
広
が
り
、

路
面
電
車
も
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

12
年
前
広
島
に
所
用
で
行
き
、
原

爆
ド
ー
ム
を
見
学
し
て
、
帰
り
に

広
島
駅
ま
で
乗
車
し
た
の
も
こ
の

昔
あ
そ
び
の
大
切
さ

●
河
野
浩
泰
さ
ん

　

私
た
ち
が
小
学
生
の
頃
は
、
市

内
で
も
た
ぶ
ん
、
農
業
を
生
業
と

し
て
い
る
家
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
の
よ
う
に
、
携
帯
電
話
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
の
あ
る
現
代
社
会
は
と
て
も
ラ

イ
フ
が
豊
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
私
が
小
学
生
の
頃
は
、

近
所
の
学
校
の
友
達
と
遊
ぶ
の
に
、

た
こ
揚
げ
、
竹
馬
乗
り
、
ビ
ー
玉
、

堤
防
で
固
い
紙
に
乗
っ
て
滑
っ
た

り
、
か
く
れ
ん
ぼ
し
た
り
と
、
質

素
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
な
り
に
楽

し
く
友
達
と
遊
び
、『
何
を
し
た

ら
け
が
す
る
か
』
身
を
も
っ
て
体

験
し
た
。
カ
ブ
ト
ム
シ
も
、
今
は

ほ
と
ん
ど
デ
パ
ー
ト
な
ど
で
売
っ

て
い
る
。
自
ら
で
山
に
行
き
、
友

人
た
ち
と
探
す
喜
び
が
な
い
。

　

便
利
な
社
会
の
『
影
の
遊
び
』。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

男
性
と
女
性
の
平
均
寿
命
に
は
約

６
歳
の
差
が
あ
り
、
ご
存
知
の
通

り
、
女
性
の
方
が
長
生
き
。
要
因

と
し
て
は
、
ホ
ル
モ
ン
、
基
礎
代

謝
、
か
か
り
や
す
い
病
気
な
ど
に

男
女
間
で
違
い
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

今
月
号
の
取
材
で
、
高
齢
者
が

通
う
い
く
つ
か
の
運
動
サ
ー
ク
ル

に
行
っ
て
み
る
と
、
参
加
者
は
女

性
ば
か
り
で
、
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

男
性
は
一
人
だ
け
。
こ
の
健
康
に

対
す
る
意
識
の
差
も
、
平
均
寿
命

の
違
い
と
し
て
現
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

か
く
い
う
私
も
近
頃
、
老
い
に

対
す
る
自
覚
症
状
が
出
始
め
、
そ

ろ
そ
ろ
運
動
や
食
生
活
を
ど
う
に

か
せ
ね
ば
と
思
う
今
日
こ
の
頃
。

最
近
は
、
健
康
寿
命
の
大
事
さ
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
元
気
な
う
ち
に

で
き
る
こ
と
か
ら
、
健
康
に
生
き

る
た
め
の
準
備
を
始
め
た
い
。
特

に
運
動
を
…
。 

（
担
）

電
車
で
し
た
。

　

電
車
が
廃
止
に
な
る
前
大
阪
で

は
、
お
別
れ
の
花
電
車
が
運
行
さ

れ
ま
し
た
。
車
内
外
に
も
い
っ
ぱ

い
花
で
飾
り
、
夜
に
な
る
と
遠
く

で
も
拝
見
で
き
ま
し
た
。
な
お
、

こ
の
電
車
に
乗
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
『
幸
運
が
訪
れ
る
』
と
い
う
こ

と
わ
ざ
が
あ
り
、
私
た
ち
は
先
回

り
し
て
乗
車
し
た
も
の
で
す
。

　

若
い
時
に
お
世
話
に
な
っ
た
電

車
が
、
私
の
生
ま
れ
故
郷
串
間
に

展
示
さ
れ
る
こ
と
に
、
私
は
運
命

を
感
じ
ま
す
。

　
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
と
い
う

の
が
あ
る
も
の
で
す
ね
。
自
分
も

関
東
に
住
ん
で
い
た
頃
は
電
車
通

勤
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
頃
の

景
色
や
京
浜
東
北
線
や
東
海
道
線

な
ど
の
電
車
は
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
あ
の
路
面

電
車
に
乗
れ
ば
、『
幸
運
が
訪
れ

る
』と
い
う
逸
話
は
初
め
て
聞
き

ま
し
た
。
今
後
電
車
に
来
た
人
に

伝
え
た
り
、
電
車
の
Ｐ
Ｒ
に
も

な
っ
た
り
す
る
と
思
う
の
で
、
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
う

し
て
お
便
り
が
届
い
た
の
も
運
命

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
自
分
が
小
学
生
の
時
も
、
ま
だ

携
帯
電
話
が
普
及
し
て
な
く
て
外

に
出
て
よ
く
遊
び
ま
し
た
。
そ
れ

で
あ
ま
り
感
じ
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
今
は
子
ど
も
の
運
動
能
力
低

下
が
全
国
的
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
み
た
い
で
す
ね
。
昔
な
が
ら
の

遊
び
や
、
農
業
の
よ
う
に
体
を

使
っ
た
仕
事
と
い
う
の
も
ひ
と
つ

の
解
決
策
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方

で
、
便
利
さ
の
追
求
と
い
う
の
は

止
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
止

め
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、

結
局
は
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
と
も
う
ま
く
付
き
合
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

路
面
電
車
の
思
い
出

●
大
平
幸
一
さ
ん

　

昨
年
４
月
、
突
然
串
間
に
帰
省
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山菜フェア開催します
●期間＝３月19日（日）～ 26日（日）

三遊亭天歌落語会
●日時＝４月８日（土）午後６時～午後７時半
●会場＝いこいの里大広間
●料金＝前売り1,500円

日本一早い「ビアガーデン」オープン
●開始＝４月１日（土）～
●料金＝一人4,000円（宮崎和牛食べ放題、飲み放題）

レストラン「５００円めし」大好評
レストランメニューは土、日、祝日のみです。

ドッグラン完成しました！
遊びにきてね。

市民
憲章

わたくしたちは、
1.  豊かな自然を大切にし、これをいかしましょう。
1.  お互いを信じ、心をあわせ、平和で明るいまちをつくりましょう。
1.  健康で働くことに誇りをもち、豊かな住みよいまちをつくりましょう。
1.  だれにも親切にし老人をいたわり、こどもに夢と、しあわせをあたえましょう。
1. 教養を高め文化のまちをつくりましょう。

➡点線に沿って切り取り、官製葉書に貼り付けてお使いください。

魅力再発見！都井岬を歩こう！ 
～海岸沿い編～

　都井岬の海岸沿いにある道路をウォーキングして、普
段見ることのできない都井岬の景色
を楽しんでみませんか？林の中の道
路を歩くと、御崎馬に遭遇できるか
もしれませんよ。
　あなたの知らない都井岬の魅力を、
一緒に探してみましょう！
● 日時＝３月11日(土) 

午前９時半～正午(受付９時15分～ )
※小雨決行　大雨雷雨警報時は中止
　軽食のふるまいもあります
●集合場所＝都井岬ビジターセンター
●参加資格＝小学生以上(アップダウンが激しいため)
●料金＝高校生以上800円、小・中学生500円
　　　　(野生馬保護協力金・入館料・保険料含む)
●定員＝20名
●申込期限＝３月９日（木）午後５時まで
※ 電話、FAX、メール、Facebookでお申し込みくださ

い。
　メール　visitor@rose.odn.ne.jp
　Facebook　https://www.facebook.com/umanoyakata/

● この広報紙を読んだ感想や今後取り上げてほしい記

事、掲載内容に関する質問、串間市への思い、あなた

の身近な出来事、何でも好きなことを書いてください。

おたよりお待ちしています！

●市の木/そてつ●市の花/かんな
●市の鳥/めじろ●市の花木/山桜
●人口��18,302人（前月比�-34人）
　男�8,556人　女�9,746人
　世帯数�7,881世帯（平成29年２月１日現在）
＊平成27年度国勢調査からの推計人口です。

編
集
後
記

今月の表紙
　２月18日、新宿駅南口で開催された「みやざきひなたweeeek!!」
（宮崎県主催）会場内の特設ステージにおいて、ビーチバレー選手坂
口佳穗さんの「くしまＰＲ大
使」委嘱状交付式を行いまし
た。交付式後には、会場内に 
設けられた串間市ブースで、
甘しょやきんかん、ワンタッ
チきゅうりなど、串間特産品
の試食販売をお手伝いしてい
ただき、早速串間市のＰＲを
していただきました。

坂口佳穗さんがくしまＰＲ大使に

終わりが近づいているのは分かって 
いるものの、閉校という実感はなか 
ったが、閉校式での校旗返納の際に 
流れた母校の校歌を聴くと寂しい思 
いになった。残り１カ月。閉校が串 
間にとっていい意味でのターニング 
ポイントになることを期待したい（イ）

今回のパナップ通信でも取り上げら
れていましたが、クラウドファンデ
ィングに初めて支援してみました。
相手は知人で、初めて企画を立てた
みたいなのですが、１日で目標金額
を達成してすごいなと思いました。
夢がある人にはいい時代ですね（オ）

●ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

電話（　　　　　　）　　　　－

●ご氏名

歳
●ペンネームまたはイニシャル ※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

5558888

串間市役所総務課
秘書広報係　行

（No.1026/2017. ３）

２
０
０
９
年 

12
月
、
先
に
移
住

し
て
い
た
友
人
を
頼
っ
て
市
木
に
滞

在
中
、
素
晴
ら
し
い
海
辺
の
景
色
に

ひ
ど
く
動
か
さ
れ
て
、
幸
島
の
百
匹

目
の
猿
現
象
を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
を

こ
の
地
で
授
か
り
ま
し
た
。
こ
の
百

匹
目
の
猿
現
象
と
い
う
の
は
有
名
な

話
な
の
で
す
が
、
こ
こ
で
改
め
て
説

明
し
ま
す
と
、
幸
島
の
雌
の
小
猿
が

土
の
付
い
た
芋
を
海
水
で
洗
っ
て
食

べ
て
い
る
と
、
雌
の
親
猿
が
ま
ね
、

雄
の
小
猿
が
ま
ね
、
最
後
に
雄
の
親

猿
が
ま
ね
て
、
と
う
と
う
そ
の
数
が

百
匹
に
達
し
た
時
、
そ
の
芋
洗
い
の

同
じ
行
動
を
全
然
違
う
離
れ
た
場
所

に
住
む
猿
の
群
れ
が
始
め
る
と
い
う

も
の
で
す
。
ひ
と
群
れ
の
集
団
の
良

き
こ
と
が
あ
る
一
定
の
数
に
達
し
た

時
、
ド
ミ
ノ
倒
し
的
に
広
が
る
と
い

う
現
象
で
す
。
わ
た
し
の
願
い
を
こ

の
歌
に
託
し
ま
し
た
。

そ
ん
な
授
か
り
も
の
の
よ
う
な
歌

も
産
ま
れ
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
も
飲
食

店
も
無
い
不
便
さ
と
引
き
換
え
の
静

か
な
集
落
の
佇
ま
い
に
、
本
物
の
田

舎
暮
ら
し
を
し
た
い
と
い
う
か
ね
て

か
ら
の
想
い
も
あ
り
、
翌
２
０
１
０

年
１
月
、
移
住
し
ま
し
た
。
そ
う
し

て
、
私
に
と
っ
て
串
間
市
市
木
が
、

全
国
に
向
け
て
の
ラ
イ
ブ
活
動
の
拠

点
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
市
木
で
授
か
っ
た
歌
は
「
百

人
目
の
愛
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

『
手
と
手
を
取
り
合
っ
て
固
く
結
び

あ
う 

そ
の
手
の
ぬ
く
も
り
が
何
よ

り
の
真
実
』
と
い
う
歌
詞
の
部
分
を
、

実
際
に
会
場
に
居
合
わ
せ
た
人
全
員

が
手
を
取
り
輪
に
な
っ
て
合
唱
す
る

…
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
い
つ
も
そ
の

よ
う
に
歌
う
の
で
す
が
、
お
客
様
と

歌
う
私
と
す
べ
て
の
一
体
感
に
、
毎

回
感
動
的
な
時
空
間
を
共
有
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

殺
伐
と
し
た
こ
と
の
多
い
今
の
世

の
中
で
す
が
、
生
身
の
人
間
と
し
て

の
血
の
通
っ
た
ぬ
く
も
り
を
結
び
、

本
来
の
あ
た
た
か
い
つ
な
が
り
を
呼

び
覚
ま
す
、
そ
ん
な
き
っ
か
け
に
な

る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て

こ
の
歌
を
歌
い
続
け
て
い
ま
す
。

そ
う
し
て
一
昨
年
10
月
、
幸
島
の

浜
辺
で
午
後
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
た
時
、
青
い
空
と
海
と
、
白
い

砂
浜
と
雲
と
、
幸
島
の
雄
大
さ
と
、

潮
騒
と
…
。
そ
の
あ
ま
り
の
美
し
さ

と
心
地
よ
さ
に
胸
を
打
た
れ
て
、
居

て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
想
い
を
ど
う

に
か
表
現
し
た
く
な
っ
て
、
砂
の
上

に
大
き
な
字
で
、『
最
高
M
A
X
あ

り
が
と
う
し
あ
わ
せ
』
と
、
童
心
に

帰
っ
て
思
わ
ず
書
い
て
し
ま
っ
た
の

で
し
た
。

去
年
、
そ
の
言
葉
そ
の
ま
ま
の
楽

し
い
新
曲
が
で
き
ま
し
た
。
各
地
の

コ
ン
サ
ー
ト
で
も
大
変
好
評
で
、
こ

の
歌
も
お
客
様
と
大
合
唱
で
毎
回
盛

り
上
が
り
ま
す
。
人
生
悲
喜
こ
も
ご

も
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
れ
ど
、
生
き
て

い
る
そ
の
も
の
が
奇
跡
…
。
そ
ん
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

幸
島
が
授
け
て
く
れ
た
こ
の
２
曲

は
私
の
宝
物
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
本

当
の
幸
せ
は
、
目
の
前
の
今
こ
こ
に

生
か
さ
れ
て
い
る
命
の
あ
り
の
ま
ま

を
い
と
お
し
み
感
謝
す
る
こ
と
。
そ

し
て
そ
の
喜
び
を
あ
た
た
か
い
心
根

で
分
か
ち
合
う
こ
と
。
そ
う
、
市
木

の
浜
の
大
自
然
の
、
包
み
込
む
よ
う

な
無
償
の
愛
が
教
え
て
く
れ
た
か
ら

で
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
の
大
き
く
豊

か
な
恵
み
を
携
え
て
、
た
く
さ
ん
の

人
に
こ
の
歌
を
届
け
て
参
り
ま
す
。

随  

想

「
幸
い
住
む
島
に

　
引
き
寄
せ
ら
れ
て
」

さの まきこ（60歳）
89年よりダンスカンパニー『ダン
スバターTOKIO』に参加。国内外
を問わず、ヨーロッパなど多数公
演。98年よりギター弾き語りのシ
ンガーソングライターとして音楽活
動開始。09年、詩の朗読トーナメ
ント『詩のボクシング』にて全国チャ
ンピオン。舞と歌と朗読をひとつに
したライブを、全国展開で活動中。

佐
野 

真
紀
子石川県の白山祭りにて、「百人目の愛」を合唱している様子
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春
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祝
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合
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し
い 

年
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え
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参
り
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セ
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清
ら
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ま
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な
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